
Title 瑕疵ある新株予約権行使と株式発行等の効力
Sub Title Effect of a defective exercise of share purchase warrants
Author 杉田, 貴洋(Sugita, Takahiro)

Publisher 慶應義塾大学法学研究会
Publication year 2009

Jtitle 法學研究 : 法律・政治・社会 (Journal of law, politics, and
sociology). Vol.82, No.12 (2009. 12) ,p.275- 292 

JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00224504-20091228-

0275

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


暇
庇
あ
る
新
株
予
約
権
行
使
と
株
式
発
行
等
の
効
力

杉

田

貴
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本
稿
は
、
新
株
予
約
権
行
使
に
よ
り
株
式
の
発
行
ま
た
は
自
己
株
式
の
処
分
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
新
株
予
約
権
行
使
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に
何
ら
か
の
暇
庇
が
あ
っ
た
と
き
の
、
そ
の
株
式
の
発
行
ま
た
は
自
己
株
式
の
処
分
の
効
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
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る
（
以
下
、
株
式
の
発
行
ま
た
は
自
己
株
式
の
処
分
の
こ
と
を
併
せ
て
「
株
式
の
発
行
等
」
と
い
う
）
。
さ
し
あ
た
り
、
次
の
三
つ
の
問
題

（

1
）
 

が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
新
株
予
約
権
発
行
に
無
効
事
由
が
あ
る
場
合
に
、
そ
う
し
た
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
な
さ
れ
た
株

式
の
発
行
等
の
効
力
の
問
題
で
あ
る
。
第
二
に
、
新
株
予
約
権
発
行
自
体
に
問
題
は
な
く
と
も
、
行
使
条
件
に
反
し
て
権
利
行
使
さ

れ
る
と
い
う
場
合
で
あ
る
。
行
使
条
件
違
反
の
権
利
行
使
に
よ
る
株
式
の
発
行
等
の
効
力
の
問
題
で
あ
る
。
第
三
に
、
新
株
予
約
権

発
行
は
有
効
で
、
行
使
条
件
違
反
も
な
く
と
も
、
行
使
時
点
で
発
行
可
能
株
式
総
数
（
会
社
法
三
七
条
）
を
超
過
し
て
い
た
よ
う
な

場
合
で
あ
る
（
以
下
、
三
つ
の
場
合
を
併
せ
て
「
暇
庇
あ
る
新
株
予
約
権
の
行
使
」
と
い
う
）
。
本
稿
で
は
、
暇
庇
あ
る
新
株
予
約
権
の

行
使
に
よ
る
株
式
の
発
行
等
の
効
力
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
効
力
を
争
う
場
合
の
主
張
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

新
株
予
約
権
制
度
創
設
か
ら
会
社
法
制
定
前

学

説

（

2
）
 

新
株
予
約
権
制
度
創
設
か
ら
会
社
法
制
定
前
の
議
論
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

新
株
予
約
権
制
度
は
、
平
成
一
三
年
一
一
月
改
正
商
法
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
新
株
予
約
権
発
行
の
差
止
に
つ
い
て
、

新
株
発
行
差
止
の
規
定
（
平
成
一
七
年
改
正
前
商
法
二
八
O
条
の
一

O
。
以
下
、
同
改
正
前
商
法
を
「
改
正
前
商
法
」
と
す
る
）
を
準
用
す

（

3
）
 

る
形
で
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
と
し
た
（
同
二
八
O
条
の
三
九
第
四
項
）
。
そ
の
一
方
で
、
新
株
予
約
権
発
行
の
効
力
を
争
う
場
合
に
関

す
る
規
定
は
置
か
れ
ず
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
制
度
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
規
定
（
改
正
前
商
法
二
八
O
条
の
一
五
1
同
条
一

（

4
）
 

八
）
も
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
取
抗
あ
る
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
る
株
式
の
発
行
等
の
効
力
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
か
を
振
り



返
っ
て
み
た
い
。

E院庇ある新株予約権行使と株式発行等の効力

ま
ず
、
新
株
予
約
権
発
行
行
為
に
椴
庇
が
あ
る
場
合
の
当
該
発
行
行
為
の
効
力
に
つ
い
て
の
議
論
を
顧
み
る
。
右
に
見
た
よ
う
に

改
正
前
商
法
で
は
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
の
制
度
の
よ
う
な
新
株
予
約
権
発
行
無
効
の
訴
え
の
制
度
は
設
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
、
新
株
予
約
権
の
発
行
で
は
、
新
株
発
行
の
場
合
と
異
な
り
、
た
だ
ち
に
資
本
（
金
）
に
変
動
が
生
じ
る
わ
け
で
も
な
い
こ

（

5
）

（

6
）
 

と
な
ど
か
ら
、
そ
う
し
た
制
度
を
設
け
な
か
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
新
株
予
約
権
発
行
に
無
効
事
由
が
あ
れ
ば
、
一

般
原
則
に
よ
り
、
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
ど
の
よ
う
な
方
法
で
も
新
株
予
約
権
発
行
の
無
効
を
主
張
で
き
、
遡
及
効
も
否
定
さ
れ
な
い

（

7
）
 

と
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
確
認
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
を
認
容
す
る
判
決
が
確
定
し

（

8
）

（

9
）

（

叩

）

た
場
合
に
は
対
世
効
を
認
め
る
べ
き
で
あ
る
と
も
さ
れ
た
。

次
に
、
新
株
予
約
権
発
行
に
無
効
事
由
が
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
当
該
新
株
予
約
権
が
行
使
さ
れ
、
株
式
が
発
行

（

日

）

さ
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
そ
の
効
力
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
ま
た
、
こ
の
株
式
発
行
に
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
の
制
度
（
改

正
前
商
法
二
八
O
条
の
一
五
1
一
八
）
を
適
用
し
う
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
議
論
を
顧
み
る
。
前
者
、
無
効
事
由
あ
る
新
株
予
約
権
行

使
に
基
づ
き
株
式
が
発
行
さ
れ
た
場
合
の
、
そ
の
新
株
発
行
の
効
力
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
当
該
新
株
発
行
の
前
提
で
あ
る
新
株
予

約
権
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る
か
ら
、
会
社
は
新
株
発
行
の
義
務
が
な
い
の
に
新
株
を
発
行
し
た
こ
と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
よ

（

ロ

）

う
な
新
株
発
行
は
無
効
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
後
者
、
そ
う
し
た
新
株
発
行
に
つ
い
て
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
の
制
度
が
適
用
さ

（

臼

）

れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
肯
定
す
る
見
解
が
存
在
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
の
制
度
の
適
用
を
認
め
な
け

れ
ば
、
閉
鎖
的
会
社
の
支
配
争
奪
に
悪
用
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
、
提
訴
期
間
内
で
あ
れ
ば
同
訴
え
を
提
起
で
き
る
と
す
る
も

（

M
）
 

の
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
場
合
に
、
新
株
発
行
無
効
の
確
定
判
決
に
対
世
効
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
判
決
確
定
の
時
点
で
未

（

日

）

行
使
の
新
株
予
約
権
が
あ
れ
ば
そ
う
し
た
新
株
予
約
権
も
無
効
に
な
る
と
の
見
解
が
あ
っ
た
。
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改
正
前
商
法
を
前
提
に
、
暇
庇
あ
る
新
株
予
約
権
発
行
行
為
の
効
力
お
よ
び
そ
の
主
張
方
法
、
ま
た
、
無
効
事
由
あ
る
新
株
予
約

権
発
行
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
る
株
式
の
発
行
等
の
効
力
と
そ
の
主
張
方
法
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
破
庇
あ
る
新
株
予
約
権
発
行
の
効
力
と
そ
の
主
張
方
法
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
学
説
が
唱
え
て
い
た
と
お
り
、
規
定
が
な

い
以
上
一
般
原
則
に
従
う
も
の
と
解
す
る
よ
り
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
無
効
事
由
あ
る
新
株
予
約
権
発
行
行
為
は
当
初
か
ら
無
効
で

あ
り
、
そ
の
無
効
主
張
に
制
限
も
な
く
、
し
た
が
っ
て
確
認
の
利
益
が
認
め
ら
れ
る
限
り
新
株
予
約
権
発
行
無
効
確
認
の
訴
え
提
起

（日）

が
可
能
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
。

次
に
、
無
効
事
由
あ
る
新
株
予
約
権
発
行
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
る
株
式
の
発
行
等
の
効
力
と
そ
の
主
張

方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
無
効
事
由
あ
る
新
株
予
約
権
の
発
行
は
一
般
原
則
ど
お
り
無
効
で
あ
る
と
い
う
な
ら
、
初
め
か
ら
新
株

予
約
権
も
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
新
株
予
約
権
は
初
め
か
ら
ど
こ
に
も
存
在
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
権
利
者

も
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
「
無
効
事
由
あ
る
新
株
予
約
権
発
行
に
よ
り

発
行
さ
れ
た
新
株
予
約
権
の
行
使
」
と
い
う
の
は
無
権
利
者
に
よ
る
請
求
に
他
な
ら
ず
、
こ
れ
に
よ
っ
て
何
ら
の
効
果
も
生
じ
な
い

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
行
使
に
よ
っ
て
は
、
新
株
式
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
も
、
自
己
株
式
移
転
（
処
分
）
の
効
果
も

発
生
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
新
株
発
行
（
自
己
株
式
処
分
）
無
効
の
訴
え
の
制
度
を
適
用
も

類
推
適
用
も
す
る
余
地
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
初
め
か
ら
当
然
に
無
効
で
あ
る
か
ら
、
株
式
発
行
無
効
確
認
な
い
し
自
己
株

式
移
転
無
効
確
認
の
訴
え
は
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
改
正
前
商
法
の
制
度
に
お
い
て
、
こ
こ
に
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
の
制
度
の

（口）

適
用
を
認
め
る
と
し
た
当
時
の
学
説
に
は
賛
成
で
き
な
い
。



会
社
法
制
定
後

暇抗ある新株予約権行使と株式発行等の効力

現
行
制
度
の
概
要

平
成
一
七
年
制
定
の
会
社
法
で
は
、
新
株
予
約
権
発
行
の
差
止
の
制
度
を
引
き
続
き
認
め
る
と
と
も
に
（
会
社
法
二
四

ι総
）
、
新

株
予
約
権
発
行
無
効
の
訴
え
制
度
（
同
八
二
八
条
一
項
四
号
・
二
項
四
号
、
八
三
四
条
1
八
三
八
条
、
八
四
二
条
）
を
新
設
し
た
。
す
な

（四）

わ
ち
、
改
正
前
商
法
で
は
通
常
の
新
株
発
行
に
関
す
る
規
定
を
自
己
株
式
の
処
分
の
場
合
に
準
用
す
る
と
い
う
規
定
形
式
で
あ
っ
た

も
の
を
改
め
、
新
株
発
行
と
自
己
株
式
の
処
分
と
を
募
集
株
式
の
発
行
等
と
し
て
同
じ
手
続
の
下
に
ま
と
め
（
会
社
法
一
九
九
条
以

下
）
、
そ
の
差
止
に
つ
い
て
は
株
式
の
発
行
ま
た
は
自
己
株
式
の
処
分
の
差
止
と
し
て
規
定
し
た
（
同
一
二

O
条
）
。
新
株
予
約
権
に

つ
い
て
は
、
そ
の
発
行
手
続
（
募
集
新
株
予
約
権
の
発
行
）
は
募
集
株
式
の
発
行
等
に
倣
う
形
で
整
理
さ
れ
（
会
社
法
二
三
八
条
以
下
）
、

そ
の
差
止
の
規
定
も
発
行
規
定
の
中
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
同
二
四

ι斜
）
。
そ
し
て
、
株
式
の
発
行
、
自
己
株
式
の
処
分
、
お
よ
び

新
株
予
約
権
の
発
行
の
無
効
の
訴
え
に
つ
い
て
、
会
社
の
組
織
に
関
す
る
行
為
の
無
効
の
訴
え
の
制
度
と
し
て
ま
と
め
て
規
定
さ
れ

た
（
会
社
法
人
二
八
条
）
。
さ
ら
に
、
従
来
規
定
の
な
か
っ
た
、
株
式
の
発
行
、
自
己
株
式
の
処
分
、
お
よ
び
新
株
予
約
権
の
発
行
の

不
存
在
の
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
も
規
定
が
整
備
さ
れ
た
（
会
社
法
人
二
九
条
）
。

無
効
事
由
あ
る
新
株
予
約
権
発
行
と
新
株
予
約
権
行
使
の
効
果

川
新
株
予
約
権
発
行
に
無
効
事
由
が
あ
る
場
合
に
、
そ
う
し
た
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
な
さ
れ
た
株
式
の
発
行
ま
た
は
自

己
株
式
の
処
分
の
効
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

ま
ず
、
当
該
新
株
予
約
権
発
行
行
為
自
体
の
効
力
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
会
社
法
で
は
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
の
訴
え
の
制
度

が
整
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
無
効
事
由
あ
る
新
株
予
約
権
発
行
行
為
も
当
然
に
は
無
効
に
な
ら
ず
、
提
訴
期
間
（
会
社
法
人
二
八
条

2 
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一
項
四
号
）
を
徒
過
す
れ
ば
も
は
や
そ
の
暇
庇
を
争
え
な
い
こ
と
に
な
り
、
新
株
予
約
権
発
行
行
為
は
有
効
な
も
の
と
確
定
す
る
。

新
株
予
約
権
発
行
無
効
の
訴
え
に
関
す
る
提
訴
期
間
経
過
後
に
お
い
て
は
、
新
株
予
約
権
発
行
行
為
は
有
効
と
確
定
す
る
か
ら
、
そ

れ
に
基
づ
い
て
発
行
さ
れ
た
新
株
予
約
権
も
有
効
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
新
株
予
約
権
は
権
利
と
し
て
有
効
に
成
立
し
て
い
る
こ
と

に
な
る
か
ら
、
そ
れ
が
行
使
さ
れ
た
結
果
と
し
て
の
株
式
の
発
行
等
も
破
庇
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
も
は
や

そ
の
株
式
の
発
行
等
の
効
力
を
争
う
余
地
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
改
正
前
商
法
で
は
、
無
効
事
由
あ
る
新
株
予
約
権
発
行

行
為
は
当
然
に
無
効
と
解
し
う
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
に
基
づ
く
新
株
予
約
権
も
、
そ
の
行
使
も
無
効
と
い
う
こ
と
が
で
き

た
が
、
会
社
法
の
下
で
は
結
論
が
変
わ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
に
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
の
訴
え
に
関
す
る
提
訴
期
間
経
過
前
で
あ
れ
ば
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、
ま
ず
は
新
株
予

約
権
発
行
無
効
の
訴
え
に
よ
り
、
新
株
予
約
権
発
行
行
為
の
効
力
を
争
う
べ
き
で
あ
る
と
一
応
は
い
え
る
。
し
か
し
、
仮
に
新
株
予

約
権
発
行
無
効
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
て
も
、
そ
の
間
に
さ
れ
た
新
株
予
約
権
行
使
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
株
式
の
発
行
等
の
効
力
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
も
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
の
訴
え
を
認
容
す
る
判
決
が
確
定
す
る
ま

で
は
新
株
予
約
権
自
体
は
有
効
で
あ
る
（
同
八
三
九
条
括
弧
書
）
か
ら
、
そ
う
し
た
新
株
予
約
権
に
基
づ
く
権
利
行
使
も
一
応
有
効

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
た
と
い
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
の
訴
え
を
提
起
し
、
こ
れ
を
認
容
す
る
判
決
が
得
ら
れ
た
と

し
て
も
、
判
決
確
定
ま
で
に
権
利
行
使
が
な
さ
れ
る
と
、
そ
れ
ら
は
全
て
一
応
有
効
と
い
う
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
す
る

と
、
こ
れ
に
基
づ
く
株
式
の
発
行
等
の
効
力
を
争
う
余
地
が
あ
る
か
と
い
う
問
題
に
な
る
。
そ
こ
で
、
株
式
発
行
無
効
の
訴
え
（
会

社
法
人
二
八
条
一
項
二
号
）
ま
た
は
自
己
株
式
処
分
無
効
の
訴
え
（
同
条
同
項
三
号
）
の
適
用
あ
る
い
は
類
推
適
用
が
あ
り
う
る
か
が

問
題
と
な
る
。
項
を
改
め
て
検
討
す
る
。

凶
前
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
新
株
予
約
権
発
行
行
為
自
体
に
無
効
事
由
が
あ
っ
て
も
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
の
訴
え
に
関
す

る
提
訴
期
間
経
過
後
は
、
当
該
の
新
株
予
約
権
は
有
効
な
も
の
と
確
定
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
れ
に
基
づ
く
権
利
行
使
も
有
効
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で
あ
っ
て
、
株
式
の
発
行
等
に
つ
い
て
も
無
効
を
主
張
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
る
。
問
題
と
な
り
う
る
の
は
、
新
株
予
約

権
発
行
無
効
の
訴
え
を
提
起
し
こ
れ
を
認
容
す
る
判
決
が
得
ら
れ
た
場
合
で
あ
る
。
新
株
予
約
権
発
行
無
効
が
判
決
に
よ
り
確
定
し

た
場
合
に
、
そ
れ
ま
で
に
権
利
行
使
さ
れ
、
な
さ
れ
た
株
式
の
発
行
等
の
効
力
の
如
何
で
あ
る
。

考
え
方
は
い
く
つ
か
あ
り
得
ょ
う
。
第
一
は
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
判
決
の
効
果
は
明
文
で
不
遡
及
と
さ
れ
て
い
る
（
八
三
九

条
）
か
ら
、
そ
れ
ま
で
に
な
さ
れ
た
新
株
予
約
権
行
使
は
有
効
で
あ
り
、
株
式
の
発
行
等
も
完
全
に
有
効
で
あ
る
。
第
二
は
、
新
株

予
約
権
発
行
無
効
判
決
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
当
該
発
行
に
よ
る
新
株
予
約
権
行
使
は
遡
っ
て
全
て
無
効
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
基

づ
く
株
式
の
発
行
等
も
当
然
に
無
効
で
あ
る
。
第
三
は
、
株
式
発
行
無
効
の
訴
え
（
会
社
法
人
二
八
条
一
項
二
号
）
ま
た
は
自
己
株
式

処
分
無
効
の
訴
え
（
同
条
向
項
三
号
）
の
適
用
あ
る
い
は
類
推
適
用
を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
。
第
三
の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
に
株
式
の

発
行
等
の
無
効
判
決
を
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
判
決
に
よ
っ
て
当
然
に
無
効
に
な
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

暇庇ある新株予約機行使と株式発行等の効力

会
社
法
の
文
理
に
適
う
の
は
第
一
の
解
釈
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
不
公
正
な
株
式
の
発
行
等
の
潜
脱
を
許
す
こ
と
に
な
り
か

ね
な
い
。
第
二
の
解
釈
は
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
判
決
確
定
ま
で
は
当
該
新
株
予
約
権
も
有
効
で
あ
っ
て
無
効
判
決
の
効
果
は
遡

及
し
な
い
と
の
明
文
規
定
（
会
社
法
八
三
九
条
）
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
第
三
の
解
釈
は
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
の
訴
え
と
既

行
使
の
新
株
予
約
権
に
基
づ
く
株
式
の
発
行
等
の
無
効
の
訴
え
と
を
併
合
し
て
行
え
る
な
ら
ば
、
問
題
は
少
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
新
株
予
約
権
行
使
に
基
づ
く
株
式
の
発
行
等
が
、
八
二
八
条
の
訴
え
の
適
用
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
自
体
が
問

題
と
な
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
八
二
八
条
の
訴
え
は
、
会
社
の
組
織
に
関
す
る
「
行
為
」
の
無
効
の
訴
え
で
あ
っ
て
、
新
株
予
約
権

（幻）

行
使
に
基
づ
く
株
式
の
発
行
等
を
、
株
式
発
行
行
為
・
自
己
株
式
処
分
行
為
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
が
問
題
と
な
る
。
新
株
予
約

権
は
、
新
株
予
約
権
者
が
適
法
か
つ
当
該
権
利
の
内
容
に
従
っ
て
権
利
行
使
す
る
限
り
、
権
利
者
の
一
方
的
意
思
表
示
に
よ
り
、
何

（担）

ら
会
社
の
行
為
を
要
す
る
こ
と
な
く
、
同
人
が
株
主
の
地
位
を
取
得
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
理
解
を
前
提
と
す
る
な
ら
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ば
、
新
株
予
約
権
行
使
に
基
づ
く
株
式
の
発
行
等
で
は
、
権
利
者
の
行
為
は
あ
っ
て
も
、
会
社
の
行
為
は
存
在
し
な
い
と
思
わ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
会
社
の
行
為
が
な
け
れ
ば
、
行
為
の
無
効
を
求
め
る
八
二
八
条
の
対
象
と
は
な
り
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑

（
幻
）
（
担
）

問
で
あ
る
。
項
を
改
め
て
検
討
す
る
。

刷
新
株
予
約
権
行
使
に
よ
り
な
さ
れ
る
（
生
ず
る
）
株
式
の
発
行
等
を
会
社
の
行
為
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
か
検
討
す
る
。
こ

の
問
題
は
、
新
株
予
約
権
行
使
後
に
お
い
て
そ
の
株
式
の
発
行
等
が
八
二
八
条
の
訴
え
の
対
象
と
な
る
か
と
い
う
場
面
だ
け
で
な
く
、

新
株
予
約
権
発
行
後
、
権
利
未
行
使
で
あ
る
と
き
に
、
株
式
の
発
行
等
の
差
止
（
会
社
法
一
一
一

O
条
類
推
適
用
）
が
で
き
る
か
と
い
う

（

部

）

（

却

）

（

幻

）

問
題
と
も
重
な
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
こ
れ
を
否
定
す
る
立
場
の
論
者
は
、
新
株
予
約
権
行
使
に
よ

（却）

る
株
式
の
発
行
で
は
、
差
し
止
め
る
べ
き
会
社
機
関
の
行
為
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
掲
げ
る
。
ま
た
、
肯
定
説
の
論
者

も
、
「
暇
庇
の
潜
在
す
る
新
株
予
約
権
を
発
行
す
る
行
為
と
新
株
予
約
権
が
保
有
者
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
し
な
い
と

（却）

い
う
不
作
為
を
一
体
と
み
」
れ
ば
、
こ
れ
を
会
社
の
行
為
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。

新
株
予
約
権
と
は
、
会
社
法
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
「
株
式
会
社
に
対
し
て
行
使
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
株
式
会
社
の
株
式
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
」
（
二
条
二
一
号
）
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
「
株
式
の
交
付
」
と
い
う
の
は
、
株
式
の
発
行
お
よ
び
自
己

（
却
）
（
お
）

株
式
の
処
分
を
包
摂
す
る
概
念
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
会
社
法
制
定
に
よ
り
文
言
が
変
わ
っ
て
お
り
、

新
た
に
「
株
式
の
交
付
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
会
社
法
の
下
で
は
、
新
株
予
約
権
行
使
者
は
会
社
の

（担）

交
付
「
行
為
」
が
介
在
す
る
こ
と
で
初
め
て
株
主
に
な
る
も
の
と
解
す
る
立
場
が
あ
る
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
会
社
の
行
為
の
存

在
を
説
明
し
や
す
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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改
正
前
商
法
の
規
定
で
は
、
「
新
株
予
約
権
ト
ハ
之
ヲ
有
ス
ル
者
（
以
下
新
株
予
約
権
者
ト
称
ス
）
ガ
会
社
ニ
対
シ
之
ヲ
行
使
シ
タ

ル
ト
キ
ニ
会
社
ガ
新
株
予
約
権
者
ニ
対
シ
新
株
ヲ
発
行
シ
又
ハ
之
ニ
代
ヘ
テ
会
社
ノ
有
ス
ル
自
己
ノ
株
式
ヲ
移
転
ス
ル
義
務
ヲ
負
フ

モ
ノ
ヲ
謂
フ
」
（
改
正
前
商
法
二
八
O
条
の
一
九
第
一
項
）
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
自
己
株
式
の
「
処
分
」
で
は
な
く
、
「
移
転
」
と



い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
「
株
式
の
発
行
に
代
え
て
会
社
の
有
す
る
自
己
の
株
式
を
移
転
す
る
」
い
わ
ゆ
る
代
用
自
己
株

式
に
通
有
の
表
現
と
し
て
「
移
転
」
と
の
文
言
が
用
い
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
し
た
が
っ
て
こ
れ
も
自
己
株
式
の
処
分
に
関

す
る
改
正
前
商
法
一
一
一
一
条
一
項
の
「
本
法
ニ
別
段
ノ
定
ア
ル
ト
キ
」
の
一
つ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
平
成
一
七
年
会
社
法
で
は
、

こ
れ
ら
を
「
株
式
の
交
付
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
た
だ
け
で
あ
る
と
言
わ
れ
れ
ば
、
実
質
的
に
内
容
の
変
更
は
な
い
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
ら
の
文
言
も
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
新
株
予
約
権
は
、
新
株
発
行
契
約
の
予
約
権
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
使
に
よ
り
完
結
す
る
新
株
発
行
契
約
を
観
念
し
う
る
と

（

犯

）

（

担

）

（

部

）

す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
解
し
う
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
会
社
の
行
為
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
も
で
き
そ
う
で
あ
る
。

な
か
な
か
い
ず
れ
と
も
断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
し
か
し
、
新
株
予
約
権
の
行
使
に
は
会
社
（
機
関
）
の
行
為
は
な
い
か
ら
、

（

部

）

（

釘

）

差
止
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
論
拠
は
、
肯
定
説
の
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
形
式
的
に
過
ぎ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ま
た
、

暇庇ある新株予約権行使と株式発行等の効力

右
の
い
ず
れ
か
の
構
成
に
よ
っ
て
会
社
の
行
為
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
、
そ
れ
が
、
果
た
し
て
、
会
社
法
二
一

O
条
の

差
止
や
同
八
二
八
条
の
無
効
の
訴
え
の
対
象
と
な
る
べ
き
会
社
の
行
為
と
い
え
る
か
は
な
お
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
も

（
柏
崎
）
（
却
）

あ
る
。

行
使
条
件
違
反
の
新
株
予
約
権
行
使
の
効
果

新
株
予
約
権
発
行
自
体
に
問
題
は
な
く
と
も
、
行
使
条
件
に
反
し
て
新
株
予
約
権
が
行
使
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
株
式
の
発
行

等
が
な
さ
れ
た
場
合
の
、
そ
の
株
式
の
発
行
等
の
効
力
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
例
え
ば
、
権
利
行
使
期
間
（
会
社
法
二
三
六
条
一
項

四
号
）
が
未
到
来
で
あ
る
の
に
権
利
行
使
が
さ
れ
た
場
合
や
、
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て
発
行
さ
れ
た
新
株
予
約
権
に
つ
い

て
会
社
が
株
式
を
上
場
す
る
こ
と
を
条
件
に
付
す
る
よ
う
な
場
合
で
そ
う
し
た
条
件
が
未
成
就
で
あ
る
の
に
権
利
行
使
が
さ
れ
た
と

（

ω）
 

き
な
ど
で
あ
る

D

3 
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学
説
に
は
次
の
二
つ
の
見
解
が
あ
る
。
第
一
に
、
株
式
の
発
行
等
は
当
然
に
無
効
で
あ
っ
て
、
株
式
発
行
・
自
己
株
式
処
分
無
効

（但）

の
訴
え
（
会
社
法
人
二
八
条
一
項
二
号
・
三
号
）
の
対
象
と
な
ら
な
い
と
の
考
え
方
と
、
第
二
に
、
株
式
発
行
・
自
己
株
式
処
分
無
効

（
位
）
（
必
）

の
訴
え
（
八
二
八
条
一
項
二
号
・
三
号
）
に
よ
っ
て
の
み
無
効
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
考
え
方
と
が
あ
る
。
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第
一
の
見
解
は
、
新
株
予
約
権
の
権
利
行
使
に
は
公
示
の
仕
組
み
が
な
い
た
め
、
権
利
行
使
が
あ
っ
た
こ
と
を
当
事
者
以
外
が
認

識
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
出
訴
期
間
の
制
限
の
あ
る
無
効
の
訴
え
提
起
を
要
求
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
新
株

予
約
権
が
バ
ラ
バ
ラ
に
行
使
さ
れ
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
「
モ
グ
ラ
叩
き
」
の
よ
う
に
一
つ
ひ
と
つ
に
つ
い
て
株
式
発
行
等
の

無
効
の
訴
え
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
煩
に
耐
え
な
い
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
二
の

見
解
は
、
発
行
さ
れ
た
株
式
の
法
的
安
定
性
の
見
地
か
ら
、
株
式
の
発
行
等
の
無
効
の
訴
え
の
制
度
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
当
然
無
効
と
す
る
見
解
に
賛
成
し
た
い
。
た
だ
し
、
そ
の
理
由
は
、
行
使
条
件
に
反
す
る
新
株
予
約
権

の
行
使
は
そ
の
行
使
自
体
が
無
効
で
あ
っ
て
、
無
効
な
権
利
行
使
か
ら
は
何
ら
の
効
果
も
生
ま
れ
な
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
当

初
か
ら
株
式
を
発
行
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
株
式
発
行
等
の
無
効
の
訴
え
の
対
象
と
す
る
余
地
が
な
い
と
考
え

る
。
株
式
発
行
等
の
無
効
確
認
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
と
考
え
る
。

発
行
可
能
株
式
総
数
超
過
の
場
合

新
株
予
約
権
発
行
は
有
効
で
、
行
使
条
件
違
反
も
な
く
と
も
、
行
使
時
点
で
発
行
可
能
株
式
総
数
（
会
社
法
三
七
条
）
を
超
過
し

て
い
た
よ
う
な
場
合
の
権
利
行
使
の
効
果
を
検
討
す
る
。

新
株
予
約
権
行
使
に
関
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
取
得
請
求
権
付
株
式
を
会
社
が
取
得
す
る
に
あ
た
っ
て
取
得
の
対
価
と
し
て
株

式
が
発
行
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
発
行
可
能
株
式
総
数
を
超
過
し
て
株
式
発
行
が
な
さ
れ
た
と
き
は
、
「
成
立
後
に
お
け
る
株
式

（叫）

の
発
行
」
に
該
当
す
る
の
で
、
株
式
発
行
無
効
の
訴
え
（
会
社
法
八
二
八
条
）
の
対
象
と
な
る
と
の
見
解
が
あ
る
。
新
株
予
約
権
行

4 



使
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
立
場
が
あ
り
得
ょ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
発
行
可
能
株
式
総
数
超
過
と
な
る
新
株
予
約
権
行
使
に
よ
る
株
式
の
発
行
等
は
当
然
に
無
効
で
あ
っ
て
、
株
式

（必）

発
行
無
効
の
訴
え
（
会
社
法
八
二
八
条
）
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
立
場
が
あ
る
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
当
然
に
無
効
で
あ
っ
て
、
株
式
発
行
無
効
の
訴
え
（
会
社
法
八
二
八
条
）
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
の

説
に
賛
成
し
て
良
い
と
考
え
る
。
改
正
前
商
法
に
お
い
て
、
新
株
予
約
権
付
社
債
の
新
株
予
約
権
行
使
に
つ
き
発
行
可
能
株
式
総
数

（必）

超
過
と
な
る
行
使
に
つ
い
て
、
効
力
を
生
じ
な
い
と
解
さ
れ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
を
変
更
す
る
必
要
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
こ
の
場

合
も
、
株
式
発
行
等
の
無
効
確
認
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
と
考
え
る
。

四

結

三五
日日

暇庇ある新株予約権行使と株式発行等の効力

取
庇
あ
る
新
株
予
約
権
の
行
使
に
基
づ
く
株
式
の
発
行
等
の
効
力
、
お
よ
び
そ
の
効
力
を
争
う
場
合
の
主
張
方
法
に
つ
い
て
、
平

成
一
七
年
改
正
前
商
法
に
お
け
る
解
釈
と
対
比
し
つ
つ
、
検
討
し
た
。
会
社
法
で
は
、
新
株
予
約
権
発
行
に
つ
い
て
そ
の
無
効
の
訴

え
の
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
議
論
の
前
提
が
大
き
く
変
わ
っ
た
と
い
え
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た
暇
庇
あ
る
新
株
予
約
権

の
行
使
に
よ
る
株
式
の
発
行
等
の
効
力
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
か
え
っ
て
問
題
が
複
雑
化
し
た
よ
う
に
思
え
る
。
本
稿
で
は
、
第
一

に
、
新
株
予
約
権
発
行
に
無
効
事
由
が
あ
る
場
合
に
、
当
該
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
な
さ
れ
た
株
式
の
発
行
等
の
効
力
、
第
二

に
、
新
株
予
約
権
発
行
自
体
に
暇
庇
は
な
く
と
も
、
行
使
条
件
違
反
の
権
利
行
使
に
よ
り
な
さ
れ
た
株
式
の
発
行
等
の
効
力
、
第
三

に
、
発
行
可
能
株
式
総
数
超
過
と
な
る
新
株
予
約
権
の
行
使
の
効
力
に
つ
い
て
検
討
し
、
併
せ
て
そ
の
効
力
を
争
う
場
合
の
主
張
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
新
株
予
約
権
無
効
の
訴
え
の
制
度
の
導
入
に
伴
い
、
暇
庇
あ
る
新
株
予
約
権
発

行
も
当
然
に
は
無
効
と
な
ら
な
い
と
解
す
べ
き
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
の
訴
え
の
提
訴
期
間
経
過
後
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に
お
い
て
は
暇
庇
あ
る
新
株
予
約
権
発
行
の
効
力
を
争
う
こ
と
は
で
き
な
く
な
り
、
当
該
新
株
予
約
権
も
権
利
と
し
て
有
効
な
も
の

と
確
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
が
行
使
さ
れ
て
な
さ
れ
た
株
式
の
発
行
等
に
は
暇
庇
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ

う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
の
訴
え
が
提
起
さ
れ
そ
の
聞
に
権
利
行
使
が
な
さ
れ
る
場
合
に
は
、
複
雑
な
問
題
が

生
ず
る
。
こ
の
と
き
権
利
行
使
さ
れ
て
な
さ
れ
た
株
式
の
発
行
等
に
つ
い
て
無
効
の
訴
え
（
会
社
法
八
二
八
条
一
項
二
号
・
三
号
）
を

提
起
で
き
る
か
否
か
に
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
と
り
わ
け
問
題
と
な
る
の
は
、
同
訴
え
が
会
社
の
組
織
に
関
す
る
「
行
為
」
の
無

効
の
訴
え
の
制
度
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
新
株
予
約
権
行
使
に
よ
り
な
さ
れ
る
株
式
の
発
行
等
に
行
為
性
が
あ
る

か
と
い
う
点
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
も
明
確
な
結
論
を
見
出
す
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
第
二
、
第
三

の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
権
利
行
使
は
当
然
に
無
効
で
あ
っ
て
、
株
式
の
発
行
等
が
効
力
を
生
ず
る
こ
と
は
な
く
、
し
た

が
っ
て
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
株
式
の
発
行
等
の
無
効
の
訴
え
の
適
用
を
考
え
る
余
地
は
な
い
と
解
さ
れ
る
。
暇
庇
あ
る
新
株
予
約
権

（釘）

の
行
使
に
よ
り
な
さ
れ
た
株
式
発
行
に
株
式
発
行
無
効
の
訴
え
（
会
社
法
八
二
八
条
一
項
二
号
）
の
適
用
を
認
め
た
裁
判
例
の
出
現
を

き
っ
か
け
に
議
論
が
盛
ん
に
な
り
つ
つ
あ
る
論
点
で
あ
る
が
、
そ
の
適
用
が
問
題
と
な
り
う
る
の
は
案
外
に
狭
い
場
合
に
限
定
さ
れ
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そ
う
で
あ
る
と
い
う
の
が
本
稿
の
分
析
で
あ
る
。

（1
）
本
文
後
述
の
よ
う
に
、
新
株
予
約
権
行
使
の
効
果
と
し
て
の
株
式
の
発
行
等
は
、
権
利
行
使
に
基
づ
い
て
株
式
の
発
行
等
が
会
社
に

よ
っ
て
「
な
さ
れ
る
」
の
か
、
そ
れ
と
も
当
然
に
株
式
の
発
行
等
の
効
果
が
「
生
ず
る
」
の
か
、
判
然
と
し
な
い
。

（2
）
今
日
の
新
株
予
約
権
制
度
に
連
な
る
も
の
と
し
て
、
昭
和
二
二
年
改
正
で
導
入
さ
れ
た
転
換
社
債
制
度
、
昭
和
五
六
年
改
正
に
よ
る

新
株
引
受
権
付
社
債
制
度
、
平
成
九
年
改
正
に
よ
る
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
制
度
が
あ
る
（
こ
れ
ら
の
変
遷
に
つ
い
て
、
家
田
崇
「
種

類
株
式
・
新
株
予
約
権
に
関
す
る
会
社
法
制
の
史
的
展
開
」
浅
木
慎
一

H
小
林
量
H
中
東
正
文
H
今
井
克
典
（
編
）
検
証
会
社
法
・
浜
田

道
代
先
生
還
暦
記
念
（
平
成
一
九
年
）
一
二
四
八
頁
以
下
、
同
「
新
株
予
約
権
制
度
の
導
入
と
会
社
法
制
の
再
構
築
」
稲
葉
威
雄
H
尾
崎
安

央
（
編
）
改
正
史
か
ら
読
み
解
く
会
社
法
の
論
点
（
平
成
二

O
年
）
一
二
一
二
頁
以
下
参
照
）
。
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（3
）
平
成
二
二
年
一
一
月
改
正
当
初
は
、
二
八
O
条
の
三
九
第
三
項
で
あ
っ
た
も
の
が
、
翌
一
四
年
改
正
で
同
四
項
に
繰
り
下
げ
と
な
っ

た。
（4
）
改
正
前
商
法
で
は
、
同
法
二
八
O
条
の
二
j
同
条
の
一
八
（
同
法
第
二
編
会
社
第
四
章
株
式
会
社
第
三
節
の
二
新
株
ノ
発
行
）
で
、

い
わ
ゆ
る
通
常
の
新
株
発
行
に
つ
い
て
規
定
し
、
こ
の
中
に
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
制
度
の
規
定
も
収
め
ら
れ
て
い
た
。
新
株
予
約
権
に

つ
い
て
は
、
「
新
株
ノ
発
行
」
の
次
に
、
節
を
改
め
て
（
第
四
章
第
三
節
の
三
）
、
二
八

O
条
の
一
九
以
下
に
規
定
が
置
か
れ
た
。
ま
た
、

自
己
株
式
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
株
式
会
社
設
立
お
よ
び
新
株
発
行
の
規
定
の
一
部
が
準
用
さ
れ
、
そ
の
中
で
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
制

度
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
旨
の
規
定
（
同
法
一
一
一
一
条
三
項
一
第
四
章
第
二
節
株
式
）
が
あ
っ
た
。

（5
）
原
田
晃
治
（
発
言
）
江
頭
憲
治
郎
H
前
田
雅
弘
ほ
か
「
座
談
会
・
新
株
予
約
権
種
類
株
式
を
め
ぐ
る
実
務
対
応
」
（
平
成
一
四
年
）

別
冊
商
事
法
務
編
集
部
（
編
）
株
式
制
度
・
株
主
総
会
の

I
T
化
等
の
理
論
と
実
務
・
別
冊
商
事
法
務
二
五
六
号
（
平
成
一
四
年
）
二
七

頁。
（6
）
あ
ら
ゆ
る
法
令
違
反
が
全
て
無
効
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
何
が
無
効
事
由
で
あ
る
か
は
解
釈
に
委
ね
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
（
江
頭
憲
治
郎
・
株
式
会
社
・
有
限
会
社
法
・
第
4
版
（
平
成
一
七
年
）
六
六
三
頁
参
照
）
。

（7
）
前
田
雅
弘
（
発
言
）
前
掲
江
頭
H
前
田
ほ
か
座
談
会
（
注
5
）
二
六
頁
、
受
川
環
大
「
新
株
予
約
権

l
有
利
発
行
規
制
の
検
討
を
中

心
に
l
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一

O
九
三
号
（
平
成
一
四
年
）
一
四
七
頁
、
同
「
新
株
予
約
権
発
行
の
差
止
と
無
効
」
幻
世
紀
の
企
業
法
制
・

酒
巻
俊
雄
先
生
古
稀
記
念
（
平
成
一
五
年
）
一
五
三
頁
、
江
頭
・
前
掲
（
注
6
）
六
六
三
頁
。

（8
）
江
頭
H
前
田
ほ
か
座
談
会
・
前
掲
（
注
5
）
二
六

1
二
七
頁
、
受
川
・
前
掲
判
例
タ
イ
ム
ズ
（
注
7
）
一
四
七

1
一
四
八
頁
、
江

頭
・
前
掲
（
注
6
）
六
六
三
頁
。

（9
）
受
川
・
前
掲
酒
巻
古
稀
（
注
7
）
一
五
三
頁
は
、
新
株
予
約
権
発
行
無
効
確
認
の
訴
え
の
訴
訟
法
上
の
性
質
は
、
形
成
の
訴
え
で
あ

る
と
さ
れ
る
。

（
叩
）
東
京
高
裁
平
成
一
五
年
八
月
二

O
日
判
決
（
金
融
・
商
事
判
例
一
一
九
六
号
三
五
頁
）
お
よ
び
同
原
審
東
京
地
裁
平
成
一
五
年
二
月

二
六
日
判
決
（
同
三
六
頁
）
は
、
改
正
前
商
法
を
前
提
に
新
株
予
約
権
付
社
債
発
行
無
効
の
確
認
を
求
め
た
訴
訟
に
お
い
て
、
「
新
株
予

約
権
付
社
債
に
つ
い
て
は
、
株
主
に
よ
る
発
行
後
の
無
効
確
認
請
求
の
規
定
が
お
か
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
法
は
、
株
主
に
よ
る
無
効

確
認
請
求
を
許
さ
な
い
趣
旨
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」
と
の
判
断
を
示
し
た
（
関
連
文
献
と
し
て
、
鳥
山
恭
一
「
本
件
判
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批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
五
九
九
号
（
平
成
二
ハ
年
）
一
一
一
一
一
頁
、
江
頭
憲
治
郎
H
森
本
滋
ほ
か
「
「
会
社
法
制
の
現
代
化
に
関
す
る
要
綱
案
」

の
基
本
的
な
考
え
方
」
商
事
法
務
一
七
一
九
号
（
平
成
一
七
年
）
二
五

1
二
六
頁
、
久
保
田
安
彦
「
本
件
判
批
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
八

五
号
（
平
成
一
七
年
）
九
六
頁
以
下
、
新
山
雄
三
「
本
件
判
批
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
二

O
五
号
（
平
成
一
八
年
）
七
一

1
七
二
頁
が
あ

る
）
。
現
行
法
で
は
、
新
株
予
約
権
付
社
債
発
行
に
つ
い
て
も
そ
の
発
行
無
効
の
訴
え
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
い
る
（
会
社
法
人
二
八
条

一
項
四
号
括
弧
書
）
が
、
改
正
前
商
法
で
は
、
新
株
予
約
権
制
度
と
同
様
、
差
止
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
の
み
で
（
改
正
前
商
法

三
四
一
条
の
一
五
第
四
項
・
二
八
O
条
の
一

O
）
、
無
効
の
訴
え
の
制
度
に
つ
い
て
は
規
定
が
な
か
っ
た
。
新
株
予
約
権
付
社
債
発
行
無

効
確
認
の
訴
え
を
却
下
し
た
同
判
決
に
つ
い
て
、
学
説
（
右
関
連
文
献
）
は
一
様
に
批
判
的
で
あ
る
（
当
該
事
案
の
解
決
そ
の
も
の
に
つ

い
て
は
別
論
）
。

（
日
）
新
株
予
約
権
発
行
後
、
権
利
未
行
使
で
あ
る
と
き
に
、
株
式
の
発
行
等
の
差
止
が
で
き
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
改
正
前
商
法
を

前
提
に
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
見
解
と
し
て
、
受
川
・
前
掲
酒
巻
古
稀
（
注
7
）
一
四
六
頁
が
あ
る
。
否
定
す
る
見
解
と
し
て
、
原
田
晃
治

（
発
言
）
・
前
掲
江
頭
H
前
田
ほ
か
座
談
会
（
注
5
）
二
八
頁
が
あ
る
。
否
定
説
は
、
新
株
予
約
権
行
使
に
基
づ
く
株
式
の
発
行
は
、
予
約

権
者
の
行
為
で
あ
っ
て
、
改
正
前
商
法
二
八
O
条
の
一

O
に
よ
る
差
止
は
で
き
な
い
と
の
理
由
に
よ
り
否
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
行
法

の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
本
文
後
述
。

（
ロ
）
受
川
・
前
掲
判
例
タ
イ
ム
ズ
（
注
7
）
一
四
八
頁
、
同
・
前
掲
酒
巻
古
稀
（
注
7
）
一
五
六
頁
。

（
日
）
受
川
・
前
掲
判
例
タ
イ
ム
ズ
（
注
7
）
一
四
八
頁
、
同
・
前
掲
酒
巻
古
稀
（
注
7
）
一
五
六
頁
、
江
頭
・
前
掲
（
注
6
）
六
六
三
頁
。

ま
た
、
鳥
山
・
前
掲
（
注
叩
）
一
一
一
一
一
頁
は
、
東
京
高
裁
平
成
一
五
年
八
月
二

O
日
判
決
・
前
掲
（
注
叩
）
の
事
案
に
つ
い
て
、
新
株
予

約
権
付
社
債
の
新
株
予
約
権
が
行
使
さ
れ
た
後
に
お
い
て
は
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
で
争
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

（
凶
）
江
頭
・
前
掲
（
注
6
）
六
六
三
頁
。

（
日
）
受
川
・
前
掲
判
例
タ
イ
ム
ズ
（
注
7
）
一
四
八
頁
、
同
・
前
掲
酒
巻
古
稀
（
注
7
）
一
五
六

1
一
五
七
頁
、
江
頭
憲
治
郎
（
発
言
）

前
掲
江
頭
H
前
田
ほ
か
座
談
会
（
注
5
）
二
九
頁
。
な
お
、
受
川
・
前
掲
酒
巻
古
稀
（
注
7
）
一
五
七
頁
は
、
未
行
使
新
株
予
約
権
が
無

効
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
訴
訟
物
と
の
関
係
に
つ
き
説
明
を
要
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

（
日
）
東
京
高
裁
平
成
一
五
年
八
月
二

O
日
判
決
・
前
掲
（
注
叩
）
の
よ
う
な
新
株
予
約
権
付
社
債
発
行
無
効
の
確
認
請
求
は
却
下
さ
れ
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
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（
口
）
新
株
予
約
権
付
社
債
発
行
に
無
効
事
由
が
あ
り
、
そ
の
新
株
予
約
権
が
行
使
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
株
式
の
発
行
等
が
あ
っ
た
と

さ
れ
る
場
合
も
、
本
文
と
同
様
に
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
よ
う
な
株
式
の
発
行
等
は
初
め
か
ら
効
力
を
生
じ
な
い
か

ら
、
株
式
の
発
行
等
の
無
効
確
認
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
新
株
発
行
無
効
の
訴
え
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

（
時
）
改
正
前
商
法
で
は
新
株
発
行
差
止
の
規
定
を
準
用
す
る
形
式
で
あ
っ
た
も
の
を
改
め
、
新
株
予
約
権
発
行
差
止
に
つ
い
て
独
自
に
一

条
を
設
け
て
い
る
。

（
問
）
本
稿
注
4
参
照
。

（
初
）
新
株
予
約
権
無
償
割
当
の
規
定
は
、
株
式
無
償
割
当
（
会
社
法
一
八
五
条
以
下
）
に
倣
っ
て
、
募
集
新
株
予
約
権
の
発
行
に
関
す
る

規
定
の
中
に
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
新
株
予
約
権
無
償
割
当
に
つ
い
て
差
止
に
関
す
る
二
四
七
条
の
適
用
あ
る
い
は
類
推
適

用
の
可
否
が
問
題
と
な
る
（
洲
崎
博
史
「
m
N
当
」
江
頭
憲
治
郎
（
編
）
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
6
新
株
予
約
権
（
平
成
二
一
年
）
一

O
二
頁
参
照
）
。
ま
た
、
自
己
新
株
予
約
権
の
処
分
手
続
に
つ
い
て
特
別
な
定
め
を
置
い
て
い
な
い
（
相
津
哲
H
豊
田
祐
子
「
新
株
予
約

権
」
（
平
成
一
七
年
）
立
案
担
当
者
に
よ
る
新
・
会
社
法
の
解
説
・
別
冊
商
事
法
務
二
九
五
号
（
平
成
一
八
年
）
六
七
頁
）
が
、
自
己
新

株
予
約
権
の
処
分
に
つ
い
て
、
同
規
定
の
類
推
適
用
が
あ
る
か
に
つ
い
て
も
議
論
の
余
地
が
あ
る
（
洲
崎
・
前
掲
一

O
三
頁
参
照
）
。

（
幻
）
募
集
株
式
の
発
行
等
の
株
式
発
行
行
為
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
山
本
矯
三
郎
・
会
社
法
の
考
え
方
・
第
7
版
（
平
成
二

O
年）一一一

一
六
頁
以
下
、
ま
た
山
本
矯
三
郎
「
新
株
発
行
の
法
的
性
質
」
法
学
研
究
七
O
巻
一
号
（
平
成
九
年
）
九
六
頁
以
下
参
照
。

（
辺
）
江
頭
憲
治
郎
（
稿
）
「
m
N
∞N
」
江
頭
憲
治
郎
（
編
）
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
6
新
株
予
約
権
（
平
成
二
一
年
）
二
八
一
頁
。

（
お
）
も
っ
と
も
、
八
二
八
条
の
訴
え
で
対
象
と
な
る
行
為
は
、
会
社
の
行
為
だ
け
に
限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
条
一
項
一
号
の
設
立

無
効
で
は
、
設
立
行
為
者
は
会
社
で
は
な
い
（
株
式
会
社
で
は
発
起
人
で
あ
る
（
会
社
法
二
六
条
一
項
）
（
大
賀
祥
充
・
新
会
社
法
の
エ

ッ
セ
ン
ス
（
平
成
一
七
年
）
一
五
二
頁
、
宮
島
司
・
新
会
社
法
エ
ッ
セ
ン
ス
・
第
3
版
（
平
成
二

O
年
）
四
六
頁
、
山
本
・
前
掲
考
え
方

（
注
幻
）
五
O
頁））。

（M
）
本
文
後
述
の
よ
う
に
、
取
得
請
求
権
付
株
式
を
会
社
が
取
得
す
る
に
あ
た
っ
て
取
得
の
対
価
と
し
て
株
式
が
発
行
さ
れ
る
場
合
は
、

新
株
予
約
権
行
使
に
よ
る
株
式
発
行
と
同
様
の
状
況
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
と
き
、
当
該
株
式
発
行
は
、
「
成
立
後
に
お
け
る
株
式
の
発
行
」

に
該
当
す
る
の
で
、
株
式
発
行
無
効
の
訴
え
（
会
社
法
人
二
八
条
）
の
対
象
と
な
る
と
の
見
解
が
あ
る
（
相
津
哲
H
葉
玉
匡
美
H
郡
谷
大

輔
・
論
点
解
説
新
・
会
社
法
千
問
の
道
標
（
平
成
一
八
年
）
七
五
頁
）
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
も
、
「
会
社
の
行
為
」
の
問
題
が
あ
る
と
思
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わ
れ
る
。

（
お
）
こ
の
問
題
（
会
社
法
二
一

O
条
類
推
適
用
）
に
つ
い
て
、
鳥
山
・
後
掲
金
融
商
事
（
注
お
）
一
五
頁
・
一
六
頁
注
7
は
、
ま
ず
は
新

株
予
約
権
無
効
の
訴
え
を
提
起
す
べ
き
で
あ
り
、
新
株
予
約
権
無
効
訴
権
を
被
保
全
権
利
と
し
て
そ
の
新
株
予
約
権
行
使
に
よ
り
な
さ
れ

る
新
株
発
行
を
差
し
止
め
る
仮
の
地
位
を
定
め
る
仮
処
分
命
令
（
民
事
保
全
法
二
三
条
二
項
）
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
二
一

O
条
類
推
を
考
え
る
必
要
は
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

（
お
）
現
行
法
を
前
提
に
、
新
株
発
行
差
止
を
肯
定
し
た
裁
判
例
と
し
て
、
東
京
高
裁
平
成
二

O
年
五
月
一
二
日
決
定
（
金
融
・
商
事
判
例

一
二
九
八
号
四
六
頁
。
判
例
評
釈
と
し
て
、
鳥
山
恭
一
「
本
件
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
四
七
号
（
平
成
二

O
年
）
一
二
六
頁
、
奈
良
輝

久
「
本
件
判
批
」
金
融
・
商
事
判
例
二
一
一
一
二
号
（
平
成
二
一
年
）
二
頁
以
下
、
草
野
真
人
「
本
件
判
批
」
平
成
初
年
度
主
要
民
事
判
例

解
説
・
別
冊
判
例
タ
イ
ム
ズ
二
五
号
（
平
成
二
一
年
）
一
五
六

1
一
五
七
頁
、
鳥
山
恭
一
「
本
件
判
批
」
金
融
・
商
事
判
例
二
三
ヱ
ハ
号

（
平
成
二
一
年
）
九
頁
以
下
、
込
山
芳
行
「
本
件
判
批
」
ビ
ジ
ネ
ス
法
務
二

O
O九
年
一

O
月
号
（
平
成
二
一
年
）
一
二
二
頁
以
下
）
が

あ
る
。
そ
の
原
決
定
新
潟
地
裁
平
成
二

O
年
四
月
三
日
決
定
（
金
融
・
商
事
判
例
二
一
九
八
号
五
六
頁
）
お
よ
び
原
仮
処
分
決
定
新
潟
地

裁
平
成
二

O
年
三
月
二
七
日
決
定
（
同
五
九
頁
）
も
肯
定
す
る
。
本
稿
注
目
対
照
。

（
幻
）
会
社
の
行
為
を
観
念
し
う
る
か
否
か
が
、
事
前
の
差
止
の
可
否
と
事
後
の
無
効
の
訴
え
の
可
否
の
前
提
問
題
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
会
社
の
行
為
の
存
否
と
は
加
の
理
由
で
退
け
ら
れ
る
可
能
性
も
あ
り
、
そ
う
な
る
と
こ
の
議
論
の
実
益
は
な

い
こ
と
に
な
る
。

（
お
）
原
田
（
発
言
）
前
掲
江
頭
H
前
田
ほ
か
座
談
会
（
注
5
）
二
八
頁
、
江
頭
憲
治
郎
「
事
前
の
買
収
防
衛
策
｜
発
動
時
の
問
題
｜
」
法

の
支
配
（
平
成
一
九
年
）
二
四
頁
。

（
却
）
大
杉
謙
一
「
今
後
の
わ
が
国
に
お
け
る
敵
対
的
買
収
の
可
能
性
｜
解
釈
論
」
家
田
崇
ほ
か
（
編
）
「
M
＆
A
攻
防
の
最
前
線
・
敵
対

的
買
収
防
衛
指
針
」
（
平
成
一
七
年
）
一
二

0
1
一
一
一
一
一
頁
（
た
だ
し
買
収
防
衛
策
と
し
て
発
行
さ
れ
た
新
株
予
約
権
を
念
頭
と
し
た
議

論
で
あ
る
）
。

（
却
）
相
津
哲
H
岩
崎
友
彦
「
株
式
（
総
則
・
株
主
名
簿
・
株
式
の
譲
渡
等
）
」
（
平
成
一
七
年
）
相
津
哲
（
編
）
立
案
担
当
者
に
よ
る
新
・

会
社
法
の
解
説
・
別
冊
商
事
法
務
二
九
五
号
（
平
成
一
八
年
）
二
五
頁
注
3
。

（
担
）
会
社
に
よ
る
株
主
名
簿
の
記
載
・
記
録
に
関
す
る
会
社
法
二
二
二
条
一
項
一
号
「
株
式
を
発
行
し
た
場
合
」
お
よ
び
同
三
号
「
自
己
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株
式
を
処
分
し
た
場
合
」
と
い
う
の
に
、
新
株
予
約
権
行
使
を
受
け
た
場
合
が
含
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
新
株
予
約
権
行
使
の
効
果
と

し
て
、
株
式
の
発
行
な
い
し
自
己
株
式
の
処
分
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
（
ま
た
株
券
発
行
に
関
す
る
一
二
五
条
一
項
）
。
ま

た
、
会
社
法
二
三
六
条
一
項
五
号
で
は
、
新
株
予
約
権
の
内
容
に
関
す
る
事
項
と
し
て
「
当
該
新
株
予
約
権
の
行
使
に
よ
り
株
式
を
発
行

す
る
場
合
に
お
け
る
増
加
す
る
資
本
金
及
び
資
本
準
備
金
に
関
す
る
事
項
」
と
の
事
項
を
掲
げ
て
い
る
。

（
沼
）
吉
本
健
一
・
レ
ク
チ
ャ
ー
会
社
法
（
平
成
二

O
年
）
二
七
八
頁
。

（
お
）
柴
田
和
史
・
会
社
法
詳
解
（
平
成
二
一
年
）
一
二
三
五
頁
。

（
鈍
）
神
田
秀
樹
・
会
社
法
・
第
十
一
版
（
平
成
二

O
年
）
一
四
五
頁
、
泉
田
栄
一
・
会
社
法
論
（
平
成
二
一
年
）
二
九
五
頁
注
忽
は
、
こ

こ
で
新
株
発
行
契
約
を
観
念
す
る
実
益
は
な
い
と
さ
れ
る
。

（
お
）
な
お
、
新
株
予
約
権
行
使
が
あ
っ
た
場
合
に
、
会
社
が
自
己
株
式
を
保
有
す
る
と
き
に
は
、
新
株
を
発
行
す
る
の
か
、
自
己
株
式
を

移
転
さ
せ
る
の
か
、
会
社
側
で
選
択
す
る
必
要
が
あ
る
（
江
頭
H
前
田
ほ
か
座
談
会
・
前
掲
（
注
5
）
一
五

1
一
七
頁
）
。
権
利
者
の
行

使
が
あ
っ
て
も
、
新
株
を
発
行
す
る
か
自
己
株
式
と
す
る
か
に
つ
い
て
の
会
社
側
の
決
定
が
な
い
と
効
力
が
生
じ
な
い
と
す
る
と
、
会
社

は
単
に
意
思
表
示
を
受
領
す
る
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ
う
。

（
お
）
大
杉
・
前
掲
（
注
却
）
一
一
一
一
一
頁
。

（
幻
）
な
お
、
新
谷
勝
・
会
社
訴
訟
・
仮
処
分
の
理
論
と
実
務
（
平
成
一
九
年
）
四
三
九
頁
は
、
会
社
に
対
す
る
新
株
発
行
・
自
己
株
式
処

分
禁
止
の
仮
処
分
と
新
株
予
約
権
者
に
対
す
る
権
利
行
使
禁
止
の
仮
処
分
と
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

（
お
）
取
得
請
求
権
付
株
式
の
取
得
に
伴
う
株
式
の
交
付
に
つ
い
て
（
注
則
的
参
照
）
、
株
式
発
行
無
効
の
訴
え
は
適
合
的
で
は
な
い
と
の
指

摘
が
あ
る
（
山
下
友
信
「
包
含
」
山
下
友
信
（
編
）
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
4
株
式
［
2
］
（
平
成
二
一
年
）
六
二
頁
）
。
請
求
ご
と

に
株
式
が
交
付
さ
れ
る
場
合
は
、
も
と
も
と
こ
の
制
度
の
対
象
で
は
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
、
個
々
の
権
利
行
使
者
と
の

関
で
株
式
発
行
契
約
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
募
集
株
式
の
発
行
等
に
お
け
る
株
式
発
行
行
為
と
は
相
当
に
趣
が

異
な
る
。

（
ぬ
）
な
お
、
株
式
分
割
が
、
株
式
発
行
無
効
の
訴
え
の
制
度
の
（
類
推
）
適
用
対
象
と
な
る
か
否
か
議
論
が
あ
る
（
弥
永
真
生
「
株
式
の

無
償
割
当
て
・
新
株
予
約
権
の
無
償
割
当
て
・
株
式
分
割
と
差
止
め
」
商
事
法
務
一
七
五
一
号
（
平
成
一
七
年
）
八
頁
、
山
本
矯
三
郎

「
白
∞
品
」
山
下
友
信
（
編
）
会
社
法
コ
ン
メ
ン
タ
l
ル
4
株
式
［
2
］
（
平
成
二
一
年
）
一
八
四
頁
参
照
）
。
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（
却
）
東
京
地
裁
平
成
一
二
年
三
月
一
九
日
判
決
（
金
融
・
商
事
判
例
二
一
二
七
号
一
二
O
頁
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
三
O
四
号
二
七
三
頁
、
判

例
時
報
二

O
五
二
号
一

O
八
頁
。
関
連
文
献
と
し
て
、
鳥
山
恭
一
「
本
件
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
六
五
七
号
（
平
成
二
一
年
）
一
二
五
頁
、

川
島
い
づ
み
「
演
習
商
法
」
法
学
教
室
三
五
O
号
（
平
成
二
一
年
）
一
一
一
一

0
1
一
一
一
一
一
頁
、
音
本
健
一
「
本
件
判
批
」
金
融
・
商
事
判
例

一
三
二
七
号
（
平
成
二
一
年
）
二
頁
以
下
が
あ
る
）
が
あ
る
。
同
判
決
は
、
新
株
予
約
権
行
使
に
基
づ
く
株
式
発
行
の
無
効
に
つ
い
て
、

株
式
発
行
無
効
の
訴
え
（
会
社
法
人
二
八
条
一
項
二
号
）
の
適
用
を
認
め
た
。

（
引
）
江
頭
・
前
掲
（
注
お
）
二
九
頁
注
口
、
江
頭
憲
治
郎
・
株
式
会
社
法
・
第
2
版
（
平
成
二

O
年
）
六
四
二
頁
注
2
、
七
二
二
頁
、
江

頭
・
前
掲
（
注
辺
）
二
八
六
頁
。

（
位
）
吉
本
・
前
掲
（
注
却
）
五

1
六
頁
。
同
文
献
五
頁
は
、
こ
の
ほ
か
、
株
式
発
行
・
自
己
株
式
処
分
不
存
在
確
認
の
訴
え
（
会
社
法
八

二
九
条
）
の
対
象
と
解
す
る
見
解
が
考
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。

（
必
）
東
京
地
裁
平
成
一
二
年
三
月
一
九
日
判
決
・
前
掲
（
注
刊
）
は
、
こ
の
場
合
が
株
式
発
行
無
効
の
訴
え
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
当
然

と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
破
庇
が
株
式
発
行
の
無
効
原
因
と
な
る
か
だ
け
が
問
題
に
な
る
が
、
新
株
予
約
権
の
行

使
条
件
に
違
反
す
る
新
株
予
約
権
の
行
使
は
、
当
該
行
使
条
件
が
、
新
株
予
約
権
の
目
的
に
照
ら
し
て
細
目
的
な
行
使
条
件
で
あ
る
と
い

え
な
い
限
り
、
新
株
発
行
の
無
効
原
因
と
な
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
の
判
断
を
示
し
た
。
し
か
し
、
本
文
後
述
の
よ
う
に
、
こ
の
場
合

は
、
株
式
発
行
無
効
の
訴
え
の
対
象
と
な
る
べ
き
株
式
発
行
が
存
在
せ
ず
、
そ
の
適
用
を
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

（
必
）
相
津
H
葉
玉
ほ
か
・
前
掲
（
注
M
）
七
四
l
七
五
頁
。

（
必
）
江
頭
・
前
掲
株
式
会
社
法
（
注
但
）
六
四
二
頁
注
2
、
山
下
・
前
掲
（
注
お
）
六
二
頁
。

（
必
）
鴻
常
夫
「
mω
台
＼
斗
」
上
柳
克
郎
H
鴻
常
夫
H
竹
内
昭
夫
（
編
）
新
版
注
釈
会
社
法
（
日
）
社
債
（
2
）
（
平
成
元
年
）

同
「
m
g
H
＼
H∞
」
同
書
二

O
八
頁
。

（
幻
）
東
京
地
裁
平
成
一
二
年
三
月
一
九
日
判
決
・
前
掲
（
注
刊
）
。

12) 法学研究82巻12号（2009

付
記

本
稿
は
、
「
平
成
二
一
年
度
慶
慮
義
塾
学
事
振
興
資
金
（
研
究
科
枠
）
」
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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O
六
頁
、


